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　大網町は宇都宮アルプスと呼ばれる篠井・富屋連峰の麓に位置
する世帯数20戸からなる集落です。町内には江戸時代（1659年）
に創建され大網町の鎮守である高龗神社があり、年末には門松や
電灯を設置し年明けには氏神様として参拝しています。秋には五
穀豊穣を神様に感謝する九

く
日
にち
祭
まつり
を実施し、伝統文化の継承に努め

ています。
　自治会の活動としては、年間を通して清流の里大網保全会と連
携しながら町内の安全や美化に努めています。定期的に大網道や
農道等の草刈りをして道路の安全点検をしたり、交差点や自宅周
辺に植栽をする花いっぱい運動を年２回実施したりして、地域の
活性化と景観が美しいまちづくりに努めています。また、町内産
のそば粉を使った大網そばまつりや新年会を開催することで、人
とのつながりを大切にしています。	（大網町自治会長　小池正巳）

自治会だより 清流の里大網保全会と連携した活動

　富屋地区まちづくり懇談会が、1月24日㈯に、各自治会、各種団
体の役員、関係機関の代表など95名が参集し、富屋地区市民セン
ターで開催されました。
　会に先立ち、富屋地区まちづくり５つの目標を参加者全員で唱和
するとともに、特別発表として17年間続いている富屋小学校の民話
語りが６年生の竹澤佑樹さん、中山柚さんにより語られ、「夫婦けや
き」の朗読を池田晴希さん、川田康輔さんにより披露されました。

　まず、鈴木誠会長から、「今年度は、夫婦けやきプロジェクトやマスつかみなどたくさ
んのことを皆さんとやってきた。地域を盛り上げるため今後もやっていきたい。」と力強
い挨拶がありました。また、地区市民センター田﨑所長から、「富屋をもっと声を大にし
て自慢してもよいのではないか。富屋を自分達で盛り上げ、
日本一のまちづくりに取り組みましょう。」と富屋愛に溢れ
る言葉をいただきました。
　続いて、本会事務局と５つの専門部会から活動報告や課
題、そして、地域ビジョン推進のための今後の目標について
の発表がありました。また、上金井町・下金井町・金井町・
上町・中町の５自治会が、１年間の活動実績や課題、地域ビジョ
ン推進のための今後の目標等についての報告を行いました。
　最後に、宇都宮市市民まちづくり部の佐々木洋友副参事か
ら、「地域独自で懇談会を開催したり、夫婦けやきプロジェ
クトを地域が一体となって取り組んだりと素晴らしい活動を
している。様々な方の協力で、今後の目標に磨きをかけてほ
しい」と講評をいただき、富屋地区の活動が高く評価されま
した。

1年間の活動を報告‼「まちづくり懇談会」1年間の活動を報告‼「まちづくり懇談会」



　令和７年２月19日に、伝法寺本堂に安置されている木造薬
師如来坐像が、宇都宮市指定文化財（有形）に指定されました。
薬師如来は、人間の病苦を救い、心の苦悩を癒す仏様です。
　仏像の高さは84.2cmの寄木造りで、左手に薬

やっ
壺
こう
を持ち、眼

にはガラスや水晶を埋めてあり、肩の張った角ばった体つき、
猫背の姿勢など、鎌倉時代に活躍した院派という流派の仏師と
一致し、大変貴重であることから文化財に指定されました。

伝法寺本尊の木造薬師如来坐像が宇都宮市指定文化財に!!伝法寺本尊の木造薬師如来坐像が宇都宮市指定文化財に!!

伝法寺住職　石井康方さんのお話

　令和７年12月１日付けで、下記の方々が富屋地区民生委員・主任児童委員に委嘱され
ました。お困りのことがありましたら担当地区の民生委員にご相談ください。

（☆は新任　敬称略）

民
　
生
　
委
　
員

氏名・電話番号 担当地区 氏名・電話番号 担当地区
☆永岡　弘美
　090－3008－5487 上町・大網町 　杉山　一寿

　090－4842－0194
山王団地
1～ 5号棟・15号棟

☆増渕　和子
　665－5108 中町 　福田　孝男

　090－8859－5814
山王団地
6～10号棟・17号棟

☆矢野　正子
　665－5519

下町
（日光街道の東側）

　福村　和夫
　090－3690－9173

山王団地
11～14号・16号棟

　池田多美子
　665－5225

下町
（日光街道の西側）

　福田　佳子
　665－3773

上金井町・上横倉町
金井町一部（上金井町地番）

☆池田　哲夫
　665－5066 西根・田中・門前 　髙庭　　務

　665－5261
下金井町・下横倉町
金井町一部（下金井町地番）

主 任 児 童 委 員 高山美砂子　665－7175　　　松英　　都　665－5956

民生委員・主任児童委員の一部改正民生委員・主任児童委員の一部改正

　室町時代から伝法寺にある釈迦三尊
像も文化財に指定されています。文化
財を後世まで残していくためにも、地
域の皆様方と協力して守っていきたい
と思います。

富屋に学ぶ子どもたち
校長　栗原　寿理

　本校では、地域と連携した学習活動の充実を重点目標の一
つとして、地域の方々の力や、施設、イベント等を生かした
学習に取り組んでいます。その一環として行ってきた富屋地
区のバス停等の清掃が評価され、宇都宮市清掃事業協力者感
謝状をいただくことができました。
　また、今年度は富屋地区の多くの方に学校の見学に来てい
ただいたり、授業に御協力いただいたりして、富屋の皆さん
とのつながりが、広がり深まった１年でもありました。その
中でも、「とみや　日本一の夫婦けやきプロジェクト」にお
いて、「御樹印」の作成に本校生徒が作った紙を使ってくだ
さったのはとても嬉しい企画でした。富屋地区の皆さんが本
校にいらっしゃって、子どもたちと一緒に紙すきをしてくだ
さっているのも、良い経験になっています。これからも、地
域の人とのつながりを築き、地域に貢献したいという意識を
高めていきたいと思います。地域で活動している児童生徒の
姿を見かけましたら、どうぞ温かく見守ってください。

○富屋特別支援学校　「富屋のみなさんとともに」



　2月22日㈰に、富屋地区防災会の主催による防災訓練が地区市民センター行われ、地区
防災会、西消防署富屋分署、消防団、各自治会、女性防火クラブ、社会福祉協議会、婦人
会など約200名が参加しました。
　訓練に先立ち、防災会の池田勝浩会長から「何かあったら助
けてほしいという人がいるので、各支部での連絡方法を考えて
ほしい。また、訓練をすることで防災意識を皆が持って、それ
に備えてほしい。」との挨拶がありました。訓練の内容は以下
の８つです。これらを全員が見たり体験したりしました。

※１�　VR防災体験車は、VRゴーグルを着け、そこから流れる映像と体
験者が座った椅子が連動して、災害の疑似体験をするものです。

※２�　Live119は、119番通報をするとき、通報者のスマートフォンを
使って現場の映像をリアルタイムで送るシステムです。

　最後に、西消防署富屋分署長の中島様より「今日、体験したことを防災意欲の向上につ
なげてほしい。地元の皆さんで強い地域防災をお願いしたい。」との講評をいただきました。
　いつどこで起こるかわからないのが災害です。改めてご家庭においても災害時の避難の
仕方や備品などを確認しておくとよいのではないでしょうか。

ふ る さ と 再 発 見 � 鹿沼と氏家を結ぶ道路鹿沼と氏家を結ぶ道路
　鹿沼と氏家を結ぶ現在の国道293号線の富屋地区ル	
ートは、徳次郎町西根から下田中を経て、中町の徳次郎
交差点で交わり、上横倉町に達します。しかしこのルー
トは、昭和51年に「日光宇都宮道路」が開通し、徳次
郎インターチェンジが開設してからのことです。
　それ以前といえば、西根から下町に向かい、日光街道	
に一旦出てから街道を北上し、中町の交差点を右折して	
上横倉町に向かいました。つまり鉤の手状に迂回しなが	

ら、東西を往来していました。西根と下徳次郎を結ぶ横断ルートは、歴史的に見ますと、①江戸時代	
の古道（下町薬師堂・徳次郎城跡を通る道）、②明治期開通の道路（屋台道）、③昭和期40年代開通	
の道路（西根道）、④昭和60年代開通の２車線道路（山王団地を通る道路）があります。かつて西根	
道を東進し、日光街道に出てから氏家に向かったルートの名残として、富屋小歩道橋から西50ｍの地	
点に、今も「宇都宮→・←日光」を示す道路標識が残っています。（文化財調査員　池田貞夫）

地震を想定した“防災訓練”を実施しました

１　自主避難・情報収集・伝達訓練
２　初期消火訓練
３　煙道体験
４　応急救護訓練（ＡＥＤ使用法など）
５　水防訓練
６　富屋分団放水実演・ＶＲ防災体験車（※1）

　　Live119 研修（※2）

７　資機材の展示
８　炊き出し訓練（豚汁と防災食）



富屋地区のデータ
（令和８年２月末日現在）
世帯数	 1,598世帯
総人口	 3,213人
男　性	 1,519人
女　性	 1,694人

富屋地区まちづくり連絡協議会
　〒321－2116
　宇都宮市徳次郎町80番地２
（富屋地区市民センター内）

　☎028－665－1663

編集・発行今後の主な事業計画
４月11日㈯　連合自治会総会

まちづくり連絡協議会総会
防災会総会
社会福祉協議会総会
福祉協力員連絡会総会
青少年育成会総会
体育協会総会

　晃陽中学校区「二十歳を祝う成人のつどい」が、１月11日㈰にコンセーレを会場として開催さ
れました。式典の後は、地域交流事業として地域へのお礼の言葉や写真撮影が行われました。
　会場には、晃陽中学校と富屋特別支援学校の卒業生・テクノセンター㈱に在籍する二十歳の方々
が華やかな振り袖やスーツに身を包み決意を新たにするとともに、久しぶりに会った旧友との再
会を喜び合いました。
　このつどいを開催するにあたっては、晃陽中学校ＰＴＡの役員が中心となり、婦人会や育成会
など地域の方が実施委員として協力し、会の運営に当たってくださいました。

祝祝「二十歳を祝う成人のつどい」　「二十歳を祝う成人のつどい」　～晃陽中学校区～～晃陽中学校区～

　今年も富屋地区伝統のタコつくり講習会が
12月７日㈰に、タコあげ大会が１月12日㈪に
行われました。タコつくり講習会には30名が
参加し、幼児と１年生はビニールだこ、２年生
はダイヤだこ、３～６年生は富屋だこを制作
し、出来上がった時の達成感に満ちた笑顔が印
象的でした。
　自作のタコは、ろまんちっく村のにぎわい広
場において、第58回富屋地区タコあげ大会で
披露され、図柄審査を経て、タコあげの審査と
なりました。風のいたずらでタコ同士が絡み
合ってしまう場面もありましたが、楽しくタコ
あげができました。
　今後も子ども達の貴重な体験の場として、そ
して、地域のコミュニケーションの場として、
この伝統あるタコあげ大会を継続していく予定
です。来年度もたくさんの方々のご参加をお持
ちしています。	 （富屋地区青少年育成会）

伝統のタコづくり講習会・タコあげ大会伝統のタコづくり講習会・タコあげ大会
　１月18日㈰に、富屋地区まちづくり連絡協議	
会環境部会による今年度２回目の不法投棄監視
パトロールと清掃活動を実施しました。富屋地
区市民センターに午前８時50分に集合し、実
施手順の説明を受けた後、各班に分かれて出発
し、廃棄物の収集と集積を行いました。
　収集後は、班ごとにパトロールの状況を報告
し、徳次郎町駐在所駐在官からはパトロールの
強化と情報提供の協力依頼もありました。一部
の心無い人の不法投棄は残念でしたが、全市一
斉清掃後と日頃の皆さんの協力のお陰で前回よ
り投棄物は少なかったです。
　不法投棄の現場を目撃した場合は、駐在所や
中央警察署、地区市民センターなどの関係機関
に通報するようご協力をお願いします。
（富屋地区まちづくり連絡協議会　環境部会）

第2回不法投棄監視パトロールを実施


